
10 年で CO2 を 50%削減 10 年後の企業の業績と信頼・競争力 

 

企業が 10 年で CO2 を 50%削減しますと言った場合 目標 予定 宣言 宣誓 努力 義務 達成

した企業の 10 年後の業績の差は 

ChatGPT: 

非常に鋭い問いです。 

「企業が 10 年で CO₂を 50%削減します」と言ったとき、それが目標・予定・宣言・宣誓・努力・義務

のどれであったかによって、 

10 年後の“業績”や“信頼”“競争力”に大きな差が生まれることは現実に起きています。 

以下に、その違いと、達成企業の 10 年後の業績差にどうつながるかを整理して解説します。 

◆ 表現別：10 年後の企業の「業績・信頼・競争力」の違い 
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EU の環境規制適応企業

は利益も高い 

◆ 「達成した企業」の 10 年後の差：キーポイント 3 つ 

1. 資本市場からの評価（ESG・SDGs スコア） 



o ESG 投資は世界の資産運用の 3〜4 割以上を占める（例：ブラックロック、ノルウェ

ー政府年金基金） 

o 達成企業は資金調達がしやすく、株価も安定 

2. 規制・税制への適応力 

o EU の「CBAM（炭素国境調整制度）」等で CO₂排出がコストになる 

o 削減に成功した企業は市場アクセスとコスト競争力で優位 

3. ブランドと雇用 

o 消費者と若い世代（Z 世代など）は環境に敏感 

o 達成企業は優秀な人材の獲得・維持が容易に 

◆ 達成企業の実例（世界的企業） 

企業名 取組・成果 業績・効果 

パタゴニア CO₂削減と自然保護を経営の中核に 
売上は年平均 10%増、ブランド信頼

度非常に高い 
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◆ 結論：成果を出した企業は「予定」→「宣誓」→「義務化」で本

物になる 

• 口だけ（目標・宣言）では信頼も成果も得られない 

• 「予定」にして実行し、「宣誓」で責任を明確にし、「義務」として実現すれば、 

o 投資家から資金が集まり 

o 顧客から選ばれ 

o 未来の人材が集まる 

→ その差は、10 年後に「生き残る企業」と「衰退する企業」の分かれ目になります。 
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